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後藤末雄先生を悼む

佐藤 朔

後藤末雄先生は，半世紀に主んとする長期間に亘って，慶応義塾大学に

おいて，フランス irff，フランス文学を詩ぜられたが，高齢の故を以て，昨

春，職を辞し，その後，悠々自迎の生活を送られていた。それから一年も

経たない11月 10 日，突如として先生の急逝を知らされてわれわれは驚きを

禁じ得なかったのであるが，他方政後まで学問のj丘にいそしみながらよく

ぞ天寿を全うされたという思いにも旺られた。

慶応義塾大学で先生の晋咳に抜し，その；j\j~に迫った学生の数は数え切

れぬほどと考えられるが，以後フランス文学科に学んだ学生の殆どすべて

は先生の訪義を［.Ll] いている筈なので，それだけでも五百名以上に達するで

あろう。先生は17 ・ 18世紀のフランス文学に精通され，古典劇，百科全書

家の著作をi!ii11＇読する機会が多く，その教授法は頗る精密l唆肢で，殊に学生

の語学力を厳しく鍛i~することに；むを用いられた。しかし，先生のご専門

は， 『束1Z-Liの文化流通j などの者苫：を通じて知られるように，フランスの

文学，思想と，中国，日本のそれらとの交流について，比較文学の方法を

以て，深く研究なさることにあり，それによって学界にど子守されるところ

が少なくなかった。したがって， 日本文学についても極めて造詣が深く，

しばしば物語文学や和歌俳句について語られ，ど自身も長く句作に耽けら

れ，青年の折には幾篇かの小前を物されたという文人気質も多分に持って

おられた。

思うに先生はフランス文字：から合理的精神を，日本文学からは凪唯の道
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を学ばれ，先生の敬愛して止まなかったパスカノレのいう「幾何学的精神と

繊細な精神」を自家薬龍中のものとされた方であ った。私のように先生か

ら薫陶を受けた後輩は，罪才のため，先生の学統を継ぐことが適わず，ま

たその精神を充分に活かす術も知らないのであるが，現在， 慶応義塾大学

のフランス文学科出身者の中に，学問研究，劇作，演劇，詩歌の各方面

に，多くの逸材を輩出していることは，直接，間接を問わず，先生の感化

がいかに広く行きわたっているかを示す証拠であると思わざるを得ない。

先生の学恩を深く感謝するとともに，心からど冥福を祈る次第である。

(43. 1. 20) 

遺影（昭和42年初夏）
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